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　30年間にわたり、 丹沢山地に熱帯の

サンゴ化石を探す活動をしてきました。

「丹沢は南の海で生まれた」 ことを誰に

もわかる形で説明するためです。 最近

では狙
ねら

いを絞
しぼ

って化石調査をしていま

す。 ミレポラサンゴ化石を追いかけて丹

沢 ・ 伊豆をこの 5年間歩いてきました。

そしてとうとうたどりついたのです。

待ちに待った出合いは、 突然でした

　 2006 年 11 月、 アオサンゴの大きな

群体化石をハイビジョンカメラに収めよう

と、 NHK のテレビカメラ記者さんを案内

して足柄上郡山北町皆
み な せ が わ

瀬川 （図 1） で

ロケを行いました。この皆瀬川上流には、

丹
たんざわそうぐん

沢層群大
おおやま

山亜
あ

層
そうぐん

群の地層が分布して

います。 それは火山灰、 溶岩やそのか

けらが厚く堆積してできた地層です。 地

層の一部にはサンゴや有
ゆうこうちゅう

孔虫化石が

入った石
せっかいがん

灰岩も挟
はさ

まっています。 撮影

の合間、 川岸に転がる 100 kg くらいの

岩石が目に留まりました。 苔
こけ

むした岩で

すが、 どうやら上の崖から落ちてきた転

石です。 岩の周りには破片が散在して

いるので、 落石からまだ数日しかたって

いないようです。 その岩に貼り付いてい

る厚いコケを剥
は

がし、 ブラシで磨きなが

ら水をかけると、 石灰岩の表面に 2種

類の模様が浮かび出ました。 ひとつは

サンゴ礁ではポピュラーなショウガサン

ゴ化石です。 もうひとつは親指より太い

筒状の構造物が数本並んだものです

（図 2）。 筒状構造の表面はツルリとして

いて何も模様が見えません、 それが凄く

気になりました。 「もう何年も探し続けた

アナサンゴモドキの大きな群体かも！」、

はやる気持ちを抑えてルーペで執
しつよ う

拗に

観察すると、 ツルリとした筒の表面のとこ

ろどころにシワシワになった網目模様が

見え、 中に 0.5 mm の小さな莢
きょう

孔
こ う

がギ

ザギザの縁を見せて散在しているのが

確認できました （図 3）。 莢孔とはサン

ゴ個体が入っている孔
あな

です。 これはア

ナサンゴモドキの特徴の一つです。 長

年期待していたアナサンゴモドキの大き

な群体化石をついに見つけた瞬間とな

りました。

　日本でのアナサンゴモドキの仲間の化

石については、 これまで丹沢と伊豆の

石灰岩から小片の産出が報告されてい

るのみでした。 必ず大きな群体が見つ

かるはずと念じて探し続け、 やっとその

発見に至ったのです。 もう 100回以上、

何度も訪れている場所に幻のサンゴ化

石が実はあったのでした！

　その 5 ヶ月後、 このサンゴ化石の石灰

岩は 3人の力で、 ザイル、 滑車、 など

を使って一日がかりの搬出作業で研究

室まで運びました。 ちなみにその重さ

は 68 kg ありました。 その後、 サンゴ化

石の種類を決めるために室内作業をす

すめました。 顕微鏡で観察するために

薄
はくへん

片を作成し （図 3）、 形状の測定を行

いました。 さらに沖縄の財団法人阿
あ

嘉
か

島
じま

臨海研究所に赴
おもむ

き、 サンゴの現生種

との比較を行いました。 その結果、 この

サンゴ化石は、 やはりアナサンゴモドキ

の仲間であることがわかりました。 しかし

アナサンゴモドキの何の種なのかまで特

定するにはさらなる検討が必要です。

アナサンゴモドキ （Millepora） って

　生きているサンゴを実際に見たことが

ない方は、 イソギンチャクを思い浮か

べてください。 サンゴとイソギンチャクは

「刺
し ほ う

胞動物 （腔
こうちょう

腸動物）」 に分類される、

類縁の生きものです。 サンゴとイソギン

チャクとの大きな違いは、 サンゴは硬い

骨格をつくることです。 そして多くの種

類のサンゴは群体をつくり共同骨格を増

築し、 いわゆるサンゴ礁
しょう

を築きます。 そ

の形が樹木のように見えるものがあるの

で、 初めてみる方は植物と思いがちで

すが、 実は動物です。 サンゴ礁をつく

るサンゴのほとんどは、 刺胞動物の中の

イシサンゴ目に分類されています。

　イシサンゴ目の中にアナサンゴという種

類がいます。 その個体の大きさは 2～

3 mm くらいです。 共同骨格をつくり群

体で生活します。 アナサンゴモドキは、

その名前からアナサンゴに似ていると思

いがちですが、 じつは全く違うサンゴで

す。 アナサンゴモドキはイシサンゴ目で

はなくヒドロサンゴ目に分類されていま

す。 アナサンゴモドキの仲間は触ると刺

されて火
や け ど

傷のような痛さになるのでファイ

ヤーコーラルとも呼ばれています。 アナ

図2　アナサンゴモドキの仲間の大きな群体の化石（大山亜層群 ,  足柄上郡山北町皆瀬川）．
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人 （外来研究員）丹沢の谷に大きなアナサンゴモドキ （ミレポラ）群体化石発見

図 1　アナサンゴモドキの化石の産地．
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図 3　化石アナサンゴモドキと現生アナサンゴモドキ． 左 ： 丹沢の化石の顕微鏡写真 （皆瀬川人遠産）． 右 ： 現生種カンボクアナサン

ゴモドキ接写 （沖縄県阿嘉島産）． 左右の写真の矢印が示している孔は莢孔といい , それぞれの孔に 1個体ずつのサンゴが入る． この

化石では , 莢孔の周辺のさらに小さい孔の構造は方解石化のために明瞭ではない．

サンゴのつくる構造を縮小したらアナサ

ンゴモドキに似ているのでしょうか （私の

目には似ているとは見えませんが…）。

　日本では現在、 鹿児島県奄
あ ま み

美大
おおしま

島か

ら沖縄県のサンゴ礁に次の 6種が分布

しています。ヒメアナサンゴモドキ（図4）、

カンボクアナサンゴモドキ （図 5）、 ヤツ

デアナサンゴモドキ、 ホソエダアナサン

ゴモドキ、 アナサンゴモドキ、 イタアナ

サンゴモドキです。 これら 6種はすべて

アナサンゴモドキ属に分類されます。 ア

ナサンゴモドキと呼ぶと長いうえ、 アナ

サンゴと混同することがあるので、 私は

アナサンゴモドキのことを、 属名の 「ミ

レポラ （Millepora）」 を使って呼んでい

ます。

　ミレポラの一種をすこし紹介しましょう。

“ヒメミレポラ” （ヒメアナサンゴモドキ） は

地球上で一番小さなサンゴです。 図 4

に、 生まれたばかりの幼
ようせい

生が写っていま

す。 1個体は 1 mm くらいです。 幼生は

数日間水中を漂い、 やがて海底に着
ちゃくしょう

床

し骨格をつくり始めます。 順調に成長す

れば大きな群体を形成していきます。

大きなミレポラ群体化石の持つ意義も

大きい

　現在の日本の温かい海には約 400種

類の造
ぞうしょう

礁サンゴが棲
せいそく

息しています。 大

きなものでは 1個体が 10 cm 以上のク

サビライシから、 小さいものは 1 mm くら

いのアナサンゴモドキの仲間まで様々な

種類が知られています。 このうちカンボ

クアナサンゴモドキが今回丹沢から見つ

かったサンゴ化石に近い形体をしてい

ます。 しかし、 化石には細部の構造が

明
めいりょう

瞭には保存されていないので種類の

特定は難しいのです。 また、 このように

微小な構造を確認する必要があるため

野外調査でミレポラ化石を見つけること

はかなり難しくなります。 ミレポラの仲間

は中生代の海にいたことは化石から分

かっていますが、 日本産の化石産出報

告は丹沢 ・ 伊豆周辺の新生代の地層

図 5　現生カンボクアナサンゴモドキ （沖縄県 , 
阿嘉島の浅海底）．

図 4　現生ヒメアナサンゴモドキの幼生 （写真提供 ： 財団

法人阿嘉島臨海研究所）．

のみです。 人の目から見て地味な属の

このサンゴ化石が重要な情報を持って

いるように思います。

　1500万年前、 丹沢と伊豆は南の海の

火山島で、 島の周辺にはサンゴ礁が発

達していました。 伊豆半島の湯
ゆ が し ま

ヶ島層

群の石灰岩と、 丹沢山地の大山亜層群

の石灰岩中から見つかるサンゴ、 有孔

虫、 オウムガイなどのサンゴ礁生物がそ

のことを物語っていましたが、 ここで、 ミ

レポラが新たな証拠として参加してきた

のです。 「太古の昔 ・ 丹沢はやっぱり

南の海のサンゴ礁でした」 とミレポラも

言っています。

おしまいに

　造礁サンゴは美しいサンゴ礁を構築し

ています。 それは CO2 （二酸化炭素）

と海水中の Ca （カルシウム） を使い、

CaCO3 （炭酸カルシウム） の共同住宅

すなわちサンゴ礁を建設していきます。

そうです！ 人間の文化活動で余分に排

出された空気中の CO2 

をこのサンゴたちは自

分の住居の建材にし、

用済みになると海底で

石灰岩に替えていま

す。 サンゴはとても効率

的に気体の CO2 を固体

の岩石にします。 なん

て重要な働きをしている

ことでしょうか！ 1個体

はこんなに小さいサンゴ

だけれど、 その大きな

群体化石から自然環境

の大切さを思いました。


